
今年もよろしくお願い致します 

書き初めを掲示しました 

 

 

 

  

   

   

 

 

 

 冬休みが終わり、新学期が始まりました。始業式の日は、残念ながら上履き忘れが目立ちました。前

日の準備と確認が不十分だと感じつつ、これが受験当日ではなくて良かったと思いました。翌日の予

定や持ち物をきちんと把握し、事前に準備し、当日は余裕をもって行動できるように、日頃から意識し

ないといけません。私立のウェブ出願や都立推薦のインターネット出願も進んでいます。私立高校は学

校によって期限が決まっているので、生徒自身が担任にいつ調査書を受け取りたいかを申

し出るように指導しています。保護者の皆様は、生徒自身に書類の提出方法や期限をしっかり把握さ

せるように確認をお願い致します。いよいよ入試が始まりますが、何も特別なことではありません。中

学３年生になれば誰しも通る進路選択の場面です。今まで通りの日常をまずは大切にして、学

校生活をしっかり送ってほしいと思います。受験が近づくと、落ち着かなかったり不安になったりする

ことも多くあります。そんな時こそ、目の前の授業や学校生活に丁

寧に取り組み、当たり前の日常を過ごさなければいけないと思い

ます。受験を乗り越えるというのはそういうことです。体調管理に

気をつけつつ、みんなで頑張っていきたいです。保護者の皆様、卒

業までのあと３ヶ月どうぞよろしくお願い致します。 

 

 

 

 冬休みの宿題と言えば、やはり書き初めです。書き初めを見ると、３学期だなと改めて実感します。

生徒一人一人の作品を見ると、なんとなく性格が表れているような気がして、どの作品も好感がもて

ます。慎重だったり大胆だったり、繊細だったり豪快だったり、どれも素敵な作品です。始業式の日の

放課後には国語係とボランティアのみなさんが各教室に掲示してくれました。これも毎年恒例の心温

まる時間です。協力してくれたみなさん、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

練馬区立石神井西中学校 

令和 5年 1月 13日（金） 

第 32号 

学年目標 

居心地の良いクラス・学年をつくる 

 

書き初めとは？ 
 
年が明けてから初めて毛筆で文字を書くことを書き初めと言います。平安時代の宮中行事が起源
で、元日の朝初めて汲んだ水で墨をすり、縁起の良い方向に向かって祝賀や詩歌を書いていたこ
とに由来するそうです。新年に向けた抱負や祈願をしたためることが多く、目標や努力を表す言
葉のほか、健康や幸福を願う四文字熟語を書くのが定番となっています。そして１月１５日に「どん
ど焼き」という正月飾りやお守り、お札などと一緒に書き初めを燃やすというのが習わしだったそ
うです。また、１月２日に書き初めを行うと字が上達するという言い伝えもあるそうです。どんど
焼きで書き初めを燃やしたときに炎が高く上がるほど字が上達するとも言われているそうです。 



調査書記載事項通知書を配布しました 

スピーキングテストの結果 
ご覧になりましたか？ 

 

 

 本日 13 日（金）都立調査書記載事項通知書を配布しました。これは、学校が作成する調査書の内容

を保護者に通知するものです。保護者が開封することになっているので、お子様から受け取り、内容

の確認をお願い致します。万が一、諸活動の記録欄などに間違いがある場合は保護者の方が

14日（土）に３学年教員宛に電話をしてください。よろしくお願い致します。スピーキングテス

トを追試験で受けた生徒は、スピーキングテスト結果は記載されていません。また追試験の結果発表

日（1/26）以降に、結果が記載された通知書をお渡しします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 １２日（木）スピーキングテストの結果が発表され

ています。生徒用マイページから各自確認できま

す。追試験の生徒は 1/26（木）以降確認できま

す。また、1/20（金）以降スコアレポート（テスト結

果と学習アドバイスなどが記載されたもの）を配

布します。保護者の皆様も一緒に確認をお願いし

ます。追試験の生徒へのスコアレポート配布は

1/30（金）以降になります。 

 

 

16（月） 
６時間授業 

①学活 

17（火） ６時間授業 

18（水） 
５時間授業 

⑤道徳 

19（木） 
５時間授業 

⑥カット 

20（金） ４時間授業（３年生のみ⑤⑥カット） 

新学期の予定 

みなさん、明けましておめでとうございます。今日 1月 10日は「110番の日」です。また、1835年、188

年前の今日は「福沢諭吉」の生誕の日でもあります。みなさんは「福沢諭吉」と聞いて何を思い浮かべます

か？「一万円札」「学問のすゝめ」「慶應義塾大学」などかと思います。受験生で中学３年生の私は「学問の

すゝめ」：天は人の上に人を造らず・・・」など学問の大切さについてみなさんに語りたいところですが、知

識不足のため語ることが厳しいので、「お金」についてプレゼンしていきます。 

「福沢諭吉」は現在世の中に出回っている「一万円札の肖像画」です。まもなく「渋沢栄一」に代わろう

としています。一万円札はただの紙切れで「10,000」というのはただの数字です。しかし、日本銀行が発行

し、価値のあるものだと私たちが思っているため大切にします。中学生の私たちにもこのようなものは沢山

あるのではないでしょうか？「紙」といえば、筆記試験、学校からの通信、友達からの手紙、有名人や大切

な人の写真などがあります。また、「数字」で考えると、試験の点数や通知表の評価・評定などが気になり、

慎重になります。どれも大切なもので価値のあるものだと思います。石西中に入っての３年間、大切な人間

関係や信頼できる環境で過ごしてきたため、友達の作品や配布される書類、与えられる数字の重要性が理解

できたと思っています。一万円札の肖像画がまもなく「福沢諭吉」から「渋沢栄一」に変わります。私たち

３年生もあと数ヶ月で卒業です。３年間で得た石西中の良さを未来の石西生へ伝えて、卒業を迎えたいで

す。 

始業式では、各学年の学級委員長が学期はじめにあたって代表の言葉を発表してくれました。

３年学級委員長の言葉を紹介します。時間をかけて良く考えてくれた言葉だと感じました。

紙・数字の価値や大切さについて改めて考えるきっかけになりました。ありがとう。 


